
令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果概要 大阪狭山市教育委員会

教科に関する調査結果

1.調査の目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況の
把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒へ
の教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組みを通じて、教育に関す
る継続的な検証改善サイクルを確立する。

2.対象学年
小学校第６学年 実施校数ー児童数 ７校 ５０１人
中学校第３学年 実施校数ー生徒数 ３校 ４８７人

3.調査内容
（１）教科に関する調査

・小学校【国語、算数】
・中学校【国語、数学】

※英語（中学校）、理科（小中学校）は３年に一度程度の
実施のため実施せず

（２）質問調査（児童生徒に対する調査、学校に対する調査）
原則全ての児童生徒を対象にオンライン方式により実施

4.実施日 令和６年４月１８日（木）

5.調査結果の取扱いについて
本調査は、競争を目的とするものではなく、児童生徒の学力や学習状況を
把握・分析することを通して、これまでの教育活動の結果と課題を検証し、
その改善を図ることをめざします。本調査により測定できるのは、学力の一部
であり、教育活動の一側面を示すものです。また、生活習慣や学校環境に
ついての調査も含まれており、地域・家庭との一層の連携を深めることをめざ
します。

【小学校】
〇国語

昨年度の課題であった「データの活用」の領域では、簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出して、落ちや重な
りがないように分類整理することは概ねできている。一方、「変化と関係」の領域では、単位量当たりの大きさ（速さ）につい
て、深い理解を伴う知識の習得に課題が見られる。

大阪狭山市 大阪府 全国

65 63 63.4

Ａ　数と計算 68.2 65.3 66.0

Ｂ　図形 69.3 65.2 66.3

Ｃ　変化と関係 51.4 50.9 51.7

Ｄ　データの活用 62.6 60.9 61.8

知識・技能 74.2 71.9 72.8

思考・判断・表現 53.3 50.5 51.4

学習指導要領の領域

学習指導要領の領域及び評価の観点

評価の観点

平均正答率(％)

〇算数

【中学校】
〇国語

大阪狭山市 大阪府 全国

55 51 52.5

Ａ　数と式 53.6 50.4 51.1

Ｂ　図形 43.6 40.5 40.3

Ｃ　関数 61.4 58.9 60.7

Ｄ　データの活用 57.5 53.3 55.5

知識・技能 65.4 61.9 63.1

思考・判断・表現 31.0 28.2 29.3

学習指導要領の領域

評価の観点

平均正答率(％)

学習指導要領の領域及び評価の観点

昨年度の課題であった「データの活用」の領域では、確率を求めることや与えらえたデータから最頻値を求める知識・技能
を問う短答式の問題は概ねできている。一方、複数の集団のデータの分布から四分位範囲を比較することや傾向を比較
して読み取り、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する問題には課題が見られる。

大阪狭山市 大阪府 全国

71 66 67.7

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 70.8 63.4 64.4

(2) 情報の扱い方に関する事項 87.4 85.5 86.9

(3) 我が国の言語文化に関する事項 76.6 72.6 74.6

Ａ　話すこと・聞くこと 60.2 57.3 59.8

Ｂ　書くこと 71.6 65.9 68.4

Ｃ　読むこと 72.7 69.0 70.7

知識及び

技能

思考力、

判断力、

表現力等

平均正答率(％)

学習指導要領の内容

昨年度の課題であった「情報の使い方に関する事項」では、平均正答率が昨年度にくらべ大きく上回る結果となっている。与
えられた情報を設問に対し的確に読み取ることができている。また、その他の項目、とりわけ「書くこと」や「読むこと」の項目にお
いても正答率は良い結果となっている。これまでに取り組んできた「つながる学び・つなげる指導」の成果と見られる。

昨年度の課題であった「情報の使い方に関する事項」では、平均正答率が昨年度にくらべ上回る結果となっている。問題本
文中の情報と情報の関係について、的確に読み取ることができている。一方、「話し合い中の発言」においての情報の読み取
りについて、意見と根拠を整理して情報を結びつけて理解する設問には引き続き課題が見られる。

〇数学

大阪狭山市 大阪府 全国

59 57 58.1

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 60.9 59.1 59.2

(2) 情報の扱い方に関する事項 59.8 59.4 59.6

(3) 我が国の言語文化に関する事項 75.8 75.8 75.6

Ａ　話すこと・聞くこと 59.1 56.4 58.8

Ｂ　書くこと 65.6 63.3 65.3

Ｃ　読むこと 49.2 47.2 47.9

知識及び

技能

思考力、

判断力、

表現力等

平均正答率(％)

学習指導要領の内容



令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果概要  大阪狭山市教育委員会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「肯定的に回答した子どもの割合」とは、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した子どもの割合の合計を表します。 

質問調査結果 
学びに向かう力（知識・技能、思考力・判断力・表現力とともに子どもたちに育むべき力） 

児童 

生徒 自分には、よいところがあると思いますか 
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、

次の学習につなげることができていますか 
将来の夢や目標を持っていますか 

授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わる

よう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか 
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将来の夢や希望を持っていると肯定的に回答した子どもの割合は小中学校ともに増加している。自己肯定感を高めていくため、子どもに活躍

の場を与えて達成感を味わわせ、子ども同士が認め合う場を作るなどして人間関係作りを支援していきたい。 

 

 

 

小中とも、先生に相談でき、先生はよいところを認めてくれていると感じている子どもの割合は高い。今後も、相談しやすい雰囲気づく

り、声かけ、体制づくりを進めていきたい。 

 

子どもと教職員との関わり 
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困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人に

いつでも相談できますか 
先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 

授業の中で、課題解決に向けて自分から取り組む子どもの割合は増加している。今後は自分の考えをアウトプットする力を育てていく必要が

ある。 

 

グローカル人材育成に向けての一層の充実 
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英語の勉強は好きですか（小学校） 

授業では、自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと思いますか（中学校） 
地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 

英語で表現したり、地域とのかかわりを考えたりする子どもの割合は増加している。今後も、グローバルな視点をもち、ローカル（地域）を知

り、学びを人生や社会に生かそうとする「グローカル人材育成」に向け、地域未来の学習を充実させていきたい。 
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子どもたちの自己肯定感 
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